
















吸収する septoclast と同定された.E-FABP 免疫陽性 septoclast の突起は,免疫電顕法で,縦隔と横隔の境
界部に達していることが示された.septoclast における E-FABP の免疫活性は細胞質全体に認められたが,
ミトコンドリア外膜に特に強く局在した. 
個体発生過程では,E-FABP 免疫陽性 septoclast は一次骨化中心の形成直後から,COJ の他に,COJ 近傍の
骨化帯にも散在するのが観察された.単位領域当たりの細胞数は,生後１〜２週齢まで増加し,その後徐々
に減少した. E-FABP 免疫陽性 septoclast は,生後３〜４週齢より後は COJ に収束した.走査型レーザー顕
微鏡による三次元再構築法により解析すると,septoclast の突起は 9 週齢では 4 週齢に比べて減少してい
た.FABP の転写シグナルに関わる peroxisome proliferator-activated receptor（PPAR）β/δの免疫活性
が E-FABP 免疫陽性 septoclast に検出された. 
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